
 

 

 

 

 

 

 

 

○ 文理探究科とはどのような学科ですか？ 

 

○ 文理探究科を設置したのは何故ですか？ 

 

○ いままでの数理探究科と新しくできる文理探究科はどう違うのですか？ 

 

○ 文理探究科と普通科はどう違うのですか？ 

 

○ 文理探究科での学びは大学入試に対応していますか？ 

 

○ 探究型の学習が重視されることで、大学入試に不利になるのではありませんか？ 

 

○ 探究的な学習に時間が割かれ、教科学習や受験に影響はないのですか？ 

＜文理探究科の特色編＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 文理探究科とはどのような学科ですか。 

・現代は、「グローバル化」、「情報化」などで日々の変化が激しい時代です。

これからは、急激な変化に対し柔軟に対応できるよう単に知識を学ぶだけ

でなく、思考・判断し知識を活用する力が必要となります。 

・また、これからの大学入試もこのことに即して変更されます。文理探究科

はそのような力の育成を目指す学科であり、自ら課題を発見し解決に取り

組む「探究型学習」を重視します。探究型学習について大村高校は、平成

３０年度から SSHに指定されており、文理探究科の設置により取組をさ

らに発展させていくことを目指しています。 

Q 文理探究科を設置したのは何故ですか。 

・将来、皆さんが生活する、変化の激しいこれからの社会を生き抜くために

は、学んだ知識を活用しながら、自ら課題を発見し解決するとともに、そ

の成果を伝える力が求められています。 

・こうした力を育むため、探究学習に関する学校独自のカリキュラムを編成

しており、これにより、普段の授業に加え、学校外での活動や体験的な学

びをとおして、課題解決力の向上を目指しています。 

・こうして身に付けた課題解決力は、令和３年度入試から始まった「大学入

学共通テスト」や、大学の個別学力試験でも求められるようになりまし

た。皆さんの夢の実現に向け、こうした探究での学びは、大学入試におい

て活かせるものとなっています。 

Q いままでの数理探究科と新しくできる文理探究科はどう違うのですか。 

・数理探究科は１クラスの募集でしたが、新しい文理探究科は２クラスの募

集になります。２年次で「理数探究」と「国際探究」に分かれますので、

高校に入学してからどちらかを選択できますし、クラス替えもあります。 

・数理探究科は「科学技術の進歩に対応した探究的な学び」、すなわち理系的

な学習を充実させていましたが、新しい文理探究科では人文社会学・国際

学系の「グローバルな視点による探究的な学び」という文系的な要素が加

わり、「文理融合」の学習体系と探究型学習の充実を図っていきます。 
※「文理融合」とは？…「理系」「文系」という区別にとらわれず、幅広い知識と発想力

を身につけることができる学習体系です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 文理探究科と普通科はどう違うのですか。 

・両学科とも、ベースとなる教科学習にしっかりと取り組みます。それに加

えて文理探究科では英語や数学、理科について専門的な科目を学習しま

す。英語ではオンライン英会話教材も活用していきますので、語学や他国

の文化に興味がある人にも最適です。 

・また、文理探究科では探究学習の時間や探究活動の機会を多く設けてお

り、思考力、判断力、表現力等の力を一層磨きます。 

 ＜例＞ 

○フィールドワーク研修 

○外部機関（大学や研究施設）と連携した研修 

○海外研修旅行 

・学校行事や部活動は、普通科や家政科と同様に取り組むことができます。 

Q 文理探究科での学びは大学入試に対応していますか。 

・対応しています。 

・各大学では選抜方法の改善を進めており、個別試験において、単に知識の 

量だけを計るのではなく、思考力・判断力・表現力等を必要とする選抜

の実施がすすめられています。 

・また、総合型選抜（旧ＡＯ入試）や学校推薦方選抜（旧推薦入試）におい

て、高校時代に取り組んだ課題研究の内容や実績を評価したり、主体性

をもって多様な人々と協働して学ぶ態度について評価しており、文理探

究科での学びは、このような大学入試の変化に対応しています。 

・また、文理探究科での学びにより自問自答型の学習スタイルを身に付けた

生徒は、長時間の学習に意欲的に取り組むことができ、一層の学力向上

が期待できます。他県の先進校でも探究的な学習により、進学実績等の

成果が報告されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 探究型の学習が重視されることで、大学入試に不利になるのではあり

ませんか。 

・大学入試は「何を学んだか」だけではなく、志望理由書や面接試験など

様々な方法で「どのように学んだか」「どのように学ぼうとしているか」に

ついても評価するものに変わってきています。 

・文理探究科での学習は、この新しい大学入試に対応した、「総合的で高い 

学力」を伸ばすものです。したがって、大学入試に不利になることはあり

ません。進路希望を実現するために行ってきたこれまでの大村高校の授業

をしっかりと行った上で、更に充実した探究型の学習を行います。 

Q 探究的な学習に時間が割かれ、教科学習や受験に影響はないのですか。 

・各教科、受験に必要な学習はもちろん、特に専門教科「理数」「英語」で

は、よりレベルの高い学力を養成します。教科学習で培った知識を探究活動

に活用することで、これからの大学入試に必要な力を伸ばすことができま

す。 


